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日々是好日 

いつもお世話になっております。 

緑が青々と茂り、夏の気配を感じる時期になりまし

た。 

 

今月は私が夢中になっている本の紹介をさせてい

ただきます。 

『予想どおりに不合理』（ダン・アリエリー著、早川・

ノンフィクション文庫、2013年）の読書に夢中になっ

ています。この本は例を用いながら“人はどうして合

理的に判断し、行動できないのか”を解説しています。

学問上は“行動経済学”に分類され、“人の心理や思考

がどのように行動（消費活動）に反映されるのか”を

深堀する学問です。一概には言うことはできません

が、自分や他の人は何を考え、どう判断して行動して

いるのかを解明してくれる本です。人の行動を予想す

るのに手助けしてくれる内容となっております。 

 

個人的にふむふむと思ったのは「予測が味覚にも影

響を与える」という内容（10 章 予測の結果）。おい

しそうと思って食べると本当においしく、おいしくな

さそうと思って食べると予想通りにおいしくない、と

感じてしまう。本章ではペプシとコカ・コーラ、どち
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らがおいしいか、両社のどのような実験を行ったか詳

しく説明しています。この他にも「5 章 無料クッキ

ーの力」や「7章 先延ばしの問題と自制心」など、日

常生活をよりよくするヒントが詰まっています。 

 

この他にも『価格の心理学』（リー・コールドウェル

著、日本実業出版社、2013年）、『買いたがる脳』（デイ

ビッド・ルイス著、日本実業出版、2014年）などもお

すすめです。個人的なチョイスとなっていますが、ど

れも“合理的に判断し、行動する”学問を日常的な内

容を例に解説しています。 

 

今回ご紹介した本は、どの本もアメリカを中心とし

た海外の本ですが、日本のマーケティングやセリング

にも活かせるのではなないかと思います。もし本屋さ

んで見かけた際は目次だけでもご覧になってみてく

ださいね。 

 

それでは今月号もどうぞお楽しみください。 

（田） 
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今月の気になる業界ニュース 

■カゴメ、機能性表示の販売延期 

カゴメは、5 月に発売を予定していた機能性表示食品の

野菜ジュースを 10 月に延期したことを発表しました。対象商

品は「カゴメ野菜ジュース 食塩無添加」「同・低塩」となって

います。 

延期の理由としては、トマトジュースの需要拡大により、同

商材の生産が追いついていないためのようです。 

 

■ユーグレナ、シンガポール健食市場に参入 

ユーグレナ（ミドリムシ）を扱うユーグレナはこの度、サプリ

メント「Euglena P-3」の発売により、シンガポール市場への参

入を果たしました。同社は既に中国へ進出しており、今後は

東南アジアなどさらなる販売エリアの拡大に努めていく意向

です。 

 

■ウエルシア HD、売上高 No.1に 

ウエルシア HD は 2016 年度の連結売上高でマツモトキヨ

シ HD を上回り、業界首位となりました。CFS コーポレーショ

ンの買収が、業績拡大に大きく影響したものと思われます。 

なお、スギHDやココカラファインも順調に成長を続けてお

り、マツモトキヨシ HDに迫る勢いです。 

 

■機能性表示、2年で 800件 

4 月 1 日で、機能性表示食品制度が施行されてから丸 2

年が経過しました。この 2 年間で届け出が行われた件数は

803件で、届出者数は 235社に上りました。機能性関与成分

については、86 成分となっており、100 成分も時間の問題だ

と思われます。 

ちなみに、最も届け出が多い関与成分は難消化性デキス

トリンで 114件となっています。 

ここ 1 ヶ月ほどの間に発表があった、ヘルス業界に関するニュースを簡単にご紹介いたします。 

詳細についてさらにお知りになりたい場合は、お気軽にお問い合わせください。 
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■ファンケル、銀座に研究ギャラリー 

ファンケルは 4月 25日より、「ファンケル 銀座スクエア」の

5 階を「ファンケル技術研究ギャラリー」にリニューアルしまし

た。このギャラリーでは、同社総合研究所で培ってきた研究

成果や技術力の展示などを行っており、顧客からの情報を

活かして研究の価値を創造していく場とする方針です。 

 

■武田、子会社設立 

武田薬品工業は、4 月 1 日にコンシューマーヘルスケア

事業を継承した武田コンシューマーヘルスケア株式会社を

設立しました。この新子会社では OTC 医薬品やユーグレナ

サプリメント「緑の習慣」などの商品を販売しています。 

 

■ビタミン含有保健剤の表示規制が緩和 

指定医薬部外品であるビタミン含有保健剤の表示規制が

4 月 1 日に緩和されました。昨年 6 月に閣議決定された規

制改革実施計画を受け、厚生労働省が販売承認基準の一

部改正を実施。 

この改正により、「体力、身体抵抗力又は集中力の維持・

改善」「疲労の回復・予防」「虚弱体質（加齢による身体衰弱

を含む）に伴う身体不調の改善・予防」「日常生活における

栄養不良に伴う身体不調の改善・予防」などといった具体的

な表示が可能となりました。 

（森） 



 

今月の気になる新製品 

■キューサイ、HMBサプリ発売（4月 1日） 
「小林 HMB タブレット」は機能性関与成分に「3－ヒドロキ

シ－3－メチルブチレート（HMB）」を配合しています。筋肉

量や筋量の維持をサポートし、若々しく力強い歩みを応援

する商品です。 

 

■大塚製薬、「アミノバリュー」刷新（4月上旬） 
「アミノバリュー4000」「アミノバリューパウダー8000」は

BCAA を機能関与成分としています。日本初の“運動による

カラダの疲労感をやわらげる”機能性表示食品。幅広い世

代のアクティブな活動をサポートする商品です。 

 

■富士フイルム、機能性サプリ上市 

（4月 10日） 
機能性関与成分「葛の花由来イソフラボン（テクトリゲニン

類として）」は、“体重やおなかの脂肪を減らす”効能がありま

す。対象は、肥満気味な人、BMI（肥満度を示す体格指数）

が高めの人、無理な食事制限をせず自分のペースで腹部

の脂肪を落としたい人としています。 

 

■クラシエ薬品、中高期向け漢方薬のラインアナ

ップ拡充（4月 11日） 
「オンジエキス顆粒」は年齢による悩みに対応した「漢方

セラピー ゴールド」シリーズの第一弾として販売。50 代以上

の中年期をメインターゲットに、“物忘れの改善”をケアしま

す。 

 

■エーザイ、「チョコラ BB」のラインアップ拡充 

（4月 17日） 
「チョコラ BB ゴールドリッチ」を発売。トウキやクコシといっ

た生薬エキスに加え、ビタミン B 群やタウリンなど 16 成分を

配合しています。かんきつ風味で、全身のだるい疲れをケア

したい女性をターゲットにしています。 

今月発売される新製品の中から、注目の商品をご紹介いたします。 
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■ダイドー、「DyDoヘルスケアプラス」上市 

（5月 1日） 
ダイドードリンコの「ダイナミン D」は「DyDo ヘルスケアプラ

ス」シリーズの第一弾。タウリン、ローヤルゼリー、カルニチン

塩化物を配合しています。爽やかな飲み心地のパインフレ

ーバーで毎日イキイキ、アクティブに過ごしたい方を応援し

ます。「モトーレ-DX」という名前で通販で販売します。 

 

■キューサイ、トクホ「ペプチドライフ」発売 

（5月 1日） 
イワシ由来のサーデンペプチドを配合し、血圧の上昇を

抑制します。個包装なのでもち運びにも便利です。 

 

■ホソカワ、育毛サプリと飲料を上市 

（5月 15日） 
ホソカワミクロンの「ナノインパクト サプリメント」と「ナノイン

パクト ドリンク」は浸透型発毛促進剤「ナノインパクト」のシリ

ーズとして、内側から育毛をサポートします。体の外側と内

側から育毛をケアし、育毛に必要な頭皮・ヘアサイクル環境

の構築を応援します。 

（田） 



 

 

 

※成分が複数の場合は 

1 つ 1 つカウントしている。 

※ヘルスクレームについては、複数訴求  

している場合、1 つ 1 つカウントしている。 

そのため 、グラフの 構成比 の合計 は

100%以上となっている。 

今月の「機能性表示食品」の動向 

2017年 3・4月に消費者庁から公表された機能性表示食品の受理製品は 143品目で、合計受理品目数は 884品目となりま

した。 

ヘルスクレーム別にみると、「美肌」が 23 品目でトップ。同訴求は主にヒアルロン酸 Na やセラミドの商品が多いですが、今回

プロテオグリカンとグルコサミンで 1品目ずつ受理されました。訴求内容は同様に“肌の潤い”となっています。 

また、W 訴求の商品としては「美肌×睡眠改善」「LDL コレステロールの低下×整腸作用」「整腸作用×睡眠改善」「睡眠改

善×体温維持」などが挙げられます。この他、「筋力維持×歩行機能の維持・改善×脂肪の低減」といったトリプル訴求商品も

受理されました。 

今話題のヘルスケアに関連した情報を、毎月まとめてお届けいたします。 
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2017年 3-4月公表分 ※紙幅の都合上、下表の一部を省略 
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（清） 



 

今月の「まとめてみました」 

さて、第 3 回のテーマは「アレルギー」です。一口にアレルギーと言っても様々な症状があります。代表的なものでいえば、ア

レルギー性鼻炎や花粉症、アトピー性皮膚炎などが挙げられます。今号では、そんなアレルギー対策商品についてまとめてみ

ました。 

 

OTC においては、久光製薬の「アレグラ FX」を中心に様々な商品が市場に並んでいます。同ブランドは医療用医薬品「アレ

グラ錠 60㎎」のスイッチ OTCで、花粉や鼻のアレルギー症状に効果を発揮します。また、最近では、大正製薬が 2017年 1月

にアレルギー専用鼻炎薬の「クラリチン EX」を発売しました。こちらも「アレグラ FX」と同様、スイッチ OTC となっています。 

 

健康食品については、主にアサヒカルピスウェルネスの「アレルケア」が大きな伸びを示しています。同品では同社独自の乳

酸菌「L-92乳酸菌」が用いられており、その機能性の高さから毎年拡販が進んでいます。 

その他、2015 年に施行された機能性表示食品制度により、べにふうきを関与成分としたアレルギー対策商品も発売されるよ

うになりました。 

 

アレルギー患者の増加により、需要が高まるアレルギー対策商品。今後はどのような商品が市場に並ぶのか非常に楽しみで

す。 

このコーナーでは、健康食品関連のアイテムやプロモーション、企業動向などをさまざまな切り口でまとめてご紹介

いたします。 
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（丸） 

アレルギー 

＜アレルギー対策商品一例＞ 

商品名 分類 特 徴 

アレグラ FX 

（久光製薬） 
OTC 

 第2類医薬品。鼻の諸症状に効果を発揮するフェキソフェナジン塩酸塩配合のアレルギー専用鼻

炎薬。 

アレジオン 20 

（エスエス製薬） 
OTC  第 2類医薬品。エピナスチン塩酸塩を主成分としたアレルギー専用鼻炎薬。 

コンタック鼻炎 Z 

（グラクソ・スミスクライン） 
OTC  第 1類医薬品。医療用医薬品の「ジルテック錠10」をスイッチしたアレルギー性鼻炎用内服薬。 

アレルケア 

（アサヒカルピスウェルネ

ス） 

健康食品 
 同社独自の乳酸菌「L-92 乳酸菌」を配合したサプリメントブランド。2017年 3 月時点でシリー

ズ累計販売数 1,000万個を突破している。 

トマトのちから 

（キッコーマン） 
健康食品 

 同社と日本デルモンテが発見したトマトポリフェノール「ナリンゲニンカルコン」を主成分としたサプリメ

ント。トマト約 10～20個分のトマトポリフェノールを 3粒に凝縮している。 

まるごと健康粉末茶 

べにふうき 

（伊藤園） 

健康食品  機能性表示食品。べにふうきを関与成分とし、目や鼻の不快感を減らす働きを持つ。 

 



 

女性ターゲット 

ヘルスケア 

今後の発刊予定 
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発行元 TPCマーケティングリサーチ株式会社 

TEL 0120-30-6531 

WEB http://www.tpc-osaka.com/ 

検 索 TPCビブリオテック 

お気軽にお問合せください！ 

今月の TPC資料のご案内 

今回は、続々と発刊しているコンシューマーヘルスケアの

新刊や企画のご案内です。 

 

まずは、「免疫力」……以前、「腸内環境」の調査で「腸内

環境の改善に求める効果」として「免疫力アップ」が NO1 だ

ったことから、消費者にとって免疫力とはどういうものなの

か？どういう症状で「免疫力の低下」を感じるのか？などの疑

問を明らかにします。現在、最強は乳酸菌ですが、ビタミン

や飲料などのニーズもあり、非常に面白いレポートです。 

 

次に、「体温アップ」……最近、体温が低いことによる体の

不調や免疫力の低下（上記とも関連）が話題になっていま

す。エステサロンでは、「グリーンハート 365－低体温撲滅運

動―」が盛んで、わたし自身も重炭酸入浴剤や冷えとりで体

温アップを心がけています。女性のヘルス＆ビューティのた

めに体温対策は必須であり、今回の調査でインナー／アウ

ター商品の評価を明らかにします。 

 

続いて、「花粉症 2017」……今年の花粉症対策について

の調査。市販薬ユーザーへの調査で、ブランド評価や不満

点から開発に役立つレポートです。 

 

ヘルス分野における新刊レポートをご案内いたします。 
ご試読・ご購入のご要望などございましたら、お気軽にお問合せください。 

コンシューマーヘルスケア、続々発刊します！ 

さらに、「インナーUV」……2017 年はインナーUV 元年と

言われ、対策商品も増えています。以前調査した「インナー

美白」では 1 年に半年以上もの間紫外線におびえる女性が

いることがわかり、紫外線を気にせず思いきり野外で遊びた

い！ニーズがあると確信し、企画しました。今回は、いわゆる

「インナー美白」（シミ・そばかす）ではなく、ビタミンや抗酸化

力のある飲料でのケアなどインナー美白よりも対策が前倒し

されているイメージです。特に、ビタミン・リコピンなど抗酸化

力のある飲料などの潜在ニーズは高いと予想され、OTC・サ

プリメント・飲料などの範疇の広さから、当企画への問い合わ

せが増えています。 

 

最後に、「デリケートゾーン」……女性のデリケートゾーント

ラブルの調査です。最近は、若い女性だけでなく、尿もれす

る 40代 50代が増え、パッドの使用でムレ・かゆみなどを感じ

やすくなっているとか。そうした女性向けのアウター・インナ

ー商品のニーズを探ります。 

 

ご興味いただけましたら気軽にご連絡くださいませ。今後

の企画もお楽しみに。 

（森） 

ヘルスケアコンシューマー企画 

体温アップ（5月末発刊予定） インナーUV（8月発刊予定） デリケートゾーン（8月発刊予定） 

免疫力（5月 24日発刊予定） 花粉症 2017（6月末発刊予定） 


